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グラフ理論で「隣接する領域が異なる色になるように塗り分けるには四色あれば十分」という四色問題が、アメリカのアッペルとハーケンによって証明され定理になったのは1975年のことである。
この定理をマセマティカルアートの一環に加え、新しい絵画法として確立し活用することで、カルチャースクールのみならず、学校での美術教育指導に生かそうという試みが「四色絵画法」である。

平面であれば四色で塗分けができることが保証されたのであるから、どんな平面作品であっても四色で塗分けができる。そこでグラフ幾何学として描画ドローイングの後に、自分の好きな色を四色用意し、隣り合う領域が同じ色にならないように考えながら色を置いて制作していくという絵画法である。
慣れてくると感覚的に色を配置することができるが、色の重なるところがでてくるなど配色に失敗するケースもでてくる。全体の美術構成をする上で、具象画として制作を始めても、配色の結果が一見して抽象的な作品に仕上がることが多い。そのため制作途中での新しい発見が多いことも、この絵画法の特徴といえる。

上の作品例は「タージマハル」をモチーフとして線だけのグラフとして描画し、その中にできた領域エリアを四色で塗分けしたものである。一見すると抽象的な絵画を制作したように鑑賞できるものの、制作した作者は単純な線で建物などを描画しただけである。
このように四色絵画法の特徴は、抽象絵画を制作する一つのプロセスとして有効な手法でもある。四色絵画法が子供の成長に合わせたメソッドとして考えられるだけでなく、生涯教育の一環としても有意なプログラムになるということに注目し、実証実験してみる必要がある。
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